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１０月定例会で、昨年度の決算審査が行われました。

審査の結果、一般的な財源の使い道の９９．８％

（経常収支比率）を人件費や扶助費、公債費で占める

という、全く余裕のない財政状況が示されました。

昨年度は減税を実施していないにも関わらず、財政

がさらに硬直化しています。また、財政悪化に伴っ

て廃止される事業や売却される土地も大きな問題で

す。収入と支出のバランスの中で事業を整理縮小す

ることは必要ですが売却が決まった守山市民病院で

廃止される、がん緩和ケア病棟のように病院、福祉

の後退、縮小には警鐘を鳴らさなければなりません。

今年度、減税を実施していますが、借金に依存して

硬直化の進んだ財政状況の中で、市民税５％の減税

は行うべきでしょうか。やらざるべき、若しくはや

るならば戦略的に経済効果を伴う規模で実施すべき

ではないでしょうか。

「あれもこれも」ではなく「あれかこれか」の選択が

必要です。

減税実施と事業見直しの方向性に警鐘を鳴らす。

     私は初当選以来、「未来への責任」をはたす政治をめざしてきました。
     いまを生きる自分たちさえよければいいという政治ではなく、子どもたちの
ためにいま大人である私たちがなすべきことをする政治。私は常にこのことを
念頭において行動してきました。先に国家戦略担当大臣として「革新的エネル
ギー・環境戦略」で「2030年代の原発ゼロ」をめざすことを決めたのも、こう
した考えからです。
      使用済み核燃料の最終処分方法が決まっていない「トイレなきマンション」
といわれる原発をずっと続けることは、次の世代に大きな負の遺産を積み重ね
ていくことと同じです。
     私はこれからも将来世代のことを考えた政治を行っていきたいと思います。

前国家戦略担当大臣・衆議院議員　古川元久

日　時：10 月 28 日（日曜日）13：00 ～ 14：00
場　所：猪高小学校体育館（上社駅下車北へ徒歩 5 分）
弁　士：前原　誠司　国家戦略担当大臣
　　　：古川　元久　衆議院議員（前国家戦略担当大臣）
会　費：無料（どなたでもご参加いただけます）

古川元久　衆議院議員　、前原誠司　国家戦略担当大臣　　国政報告会のご案内

国政報告会　[ 名東区　猪高小学校　10 月 28 日（日）]
前原誠司国家戦略担当大臣と古川元久前国家戦略担当大臣が
名東区猪高小学校で国政報告会を行います。
どなたでもご参加いただけますので是非お出かけください。
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議会質問を行いました

市政へのご意見をお聞かせください。
465-0025
名古屋市名東区上社１丁目　４０２番地　柴昭ビル１E
TEL　０５２－７７７－３１９３　Fax　０５２－７７７－７３３０
Mail　info@hibiken.com

昭和５５年生まれ　名東区生まれ名東区育ち
上社幼稚園、猪高小、猪高中、名城大学付属
高等学校、名城大学理工学部建築学科

衆議院議員古川元久　秘書
２００７年４月８日　　初当選
２０１１年３月１３日　二期当選
大事にしていること　　笑顔。

ひび健太郎プロフィール 趣味・政治家を志すきっかけ　　　一人旅が学生
時代からの趣味で、２０カ国以上をリュック一つ
でまわり、世界の素晴らしい文化と同時に、貧困
や戦争を知り、改めて日本の素晴らしさに気付き
それを守る仕事をしたいと政治を志ざしました。

市民主催の市政報告会

開催日　　　１１月３日（土）　１７：００～　１時間３０分程度
＜場所＞　名東区役所講堂にて　　（どなたでもご参加いただけます。）
＜主催＞　市政を考える会　事務局　とみた勝ぞう事務所

市民主催の市政報告会に、弁士としてお招きいただきました。４名の議員が参加予定です。
各議員の立場からの討論や報告など、生の議会の様子をぜひご覧ください。
参加予定者　　　自民党　丹羽ひろし議員　／　減税日本新政会　舟橋猛議員　
　　　　　　　　／　共産党　山口きよあき議員　／　民主党　ひび健太郎議員　

災害に強い街をつくるための古い航空写真の開示について

　あおなみ線の利用促進策について

ひび：東日本大震災はじめ、過去の地震、風水害で液状化や床上、床下浸水など、常に市民の生命、財産
が危険にさらされ、守山区では大規模水害が起こり、特に、新たに住宅を取得した方々がその地理的リス
クを十分に理解しないままハウスメーカーから購入するなど、十分な理解さえあれば避けられた人災的な
側面が否めない被害も起きています。名古屋市では昭和中期から区画整理がいたるところで行われ、昔の
地形の原型を知るすべが極めて少なくなっています。そこで、切り土、盛り土、埋め立てなど、土地改良
の前の情報を知ることができるよう、名古屋市が保有している昭和中期からの航空写真を、災害リスクの
理解を深め、減災に役立てるためにインターネットや区役所などで公開してはどうか？　

住宅都市局長：名古屋市は地形図作成のために昭和中期から航空写真の撮影を行っている。
公開に向け、情報の整理など前向きに検討する。

市長：速やかに公開できるよう必要であれば予算計上する。

ひび：前向きにという事だが、災害はいつ起こるか分からず、本市でも 3連動地震が危惧されている。
災害に強い街をつくるために地形のリスクを総合的に盛り込んだ地図情報を速やかに提供できるよう
予算をつける考えはありませんか？市長。

ひび：あおなみ線は経営悪化のため 400 億円もの税金投入を行った。当初は空港
アクセスとして計画されたが、現在金城埠頭で計画が止まっている。
レゴランドや JR リニア鉄道館などの誘致が成功した、金城埠頭開発は今後さらに
開発誘致が必要だが、アクセスの不便さが課題となっている。当初 2千億円超と
試算した空港への延伸費用も工法やルート見直しで 800 億円に圧縮された。経営
改善と金城埠頭開発促進、利便性向上のため、延伸を再検討すべきでは？

住宅都市局長：延伸すれば需要の伸びが見込まれ、利便性も向上し、沿線開発も進むた
め、大いに期待できるが、投資コストが課題となる。

総務局長：あおなみ線の延伸は厳しい経営環境の中で利用者の増加が見込めず追加投資は難しい。

ひび：両局長の答弁は相反する。そもそも当初から延伸しておけば 400 億円もの追加税金投入も、金城埠頭開発の
停滞も免れたのではないかという話を、今回この調査を進めるなかで多くの関係者から聞いた。
市長はあおなみ線に機関車を走らせ、世界の鉄道の聖地にすると発言しているが、空港への延伸をどう考えますか？

市長：大賛成だ。調査費をつけて大いに進めたい。

読売新聞掲載


